
二

専
攻
学
科
目　

日
本
経
済
史

生　

年　

月　

昭
和
二
四
年　

四
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
七
年　

三
月 

東
京
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同　

五
一
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
四
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

同　

五
四
年　

四
月 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助
手

同　

五
六
年　

四
月 

東
京
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同　

六
三
年　

七
月 

経
済
学
博
士

平
成　

三
年　

六
月 

東
京
大
学
経
済
学
部
教
授

同　
　

八
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

同　

一
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
部
附
属
日
本
産
業
経
済
研
究
施
設
教
授
（
併
任
、
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

令
和　

二
年　

七
月 

（
公
財
）
三
井
文
庫
常
務
理
事
・
文
庫
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

武た
け　

田だ　

晴は
る　

人ひ
と
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経
済
学
博
士
武
田
晴
人
氏
の
『
日
本
経
済
の 

発
展
と
財
閥
本
社
│
持
株
会
社
と
内
部
資
本 

市
場
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（『
日
本
経
済
の
発
展
と
財
閥
本
社
│
持
株
会
社
と
内
部
資
本
市
場
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
は
、
三
井
・
三
菱
・
住
友
の
三
大
財

閥
に
関
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
閥
本
社
の
組
織
と
機
能

を
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
究
明
し
た
研
究
で
あ
る
。
武
田
晴
人
氏
は
、
上
記

三
大
財
閥
に
つ
い
て
、
財
閥
家
族
と
財
閥
本
社
お
よ
び
子
会
社
の
三
層
か
ら
な

る
企
業
組
織
を
取
り
上
げ
、
本
社
を
中
心
と
し
た
集
権
的
性
格
と
子
会
社
の
も

つ
分
権
的
性
格
の
関
連
を
問
い
つ
つ
、
持
株
会
社
を
頂
点
と
す
る
財
閥
内
の
資

金
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
「
内
部
資
本
市
場
」
の
変
遷
を
、
自
己
金
融
化
の

有
無
に
留
意
し
な
が
ら
詳
細
に
分
析
し
た
。

財
閥
が
同
族
の
封
鎖
的
投
資
を
出
発
点
と
し
て
多
角
経
営
化
す
る
過
程
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
肝
心
の
本
社
を
介
す
る
資
金
調
達
・
配
分

機
能
に
つ
い
て
は
一
次
史
料
が
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
詳
し
い
実
態
は
不
明

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
ず
三
井
文
庫
が
『
三
井
事
業
史
』
の
編
纂
と
と
も
に

史
料
公
開
を
始
め
、
次
い
で
一
九
九
六
年
設
立
の
三
菱
史
料
館
が
史
料
公
開
を

開
始
し
、
住
友
史
料
館
に
お
い
て
も
山
本
一
雄
館
員
の
『
住
友
本
社
経
営
史
』

（
二
〇
一
〇
年
）
の
公
刊
を
機
に
史
料
公
開
が
進
め
ら
れ
た
。
本
書
の
著
者
は
、

大
学
院
生
の
頃
か
ら
三
井
文
庫
の
史
料
を
参
照
し
つ
つ
、
古
河
財
閥
や
鈴
木
財

閥
を
研
究
し
、
三
菱
史
料
館
で
は
兼
務
研
究
員
と
し
て
論
文
を
執
筆
し
、
共
著

『
三
菱
財
閥
形
成
史
』（
二
〇
二
〇
年
）
を
纏
め
た
。
現
在
の
著
者
は
、
三
井
文

庫
長
と
し
て
三
井
財
閥
史
の
新
た
な
研
究
を
指
導
し
て
い
る
。

著
者
は
、
三
大
財
閥
の
成
長
過
程
を
日
本
経
済
の
発
展
の
中
に
改
め
て
位
置

付
け
た
結
果
、
通
説
と
異
な
り
、
三
大
財
閥
が
繊
維
工
業
な
ど
の
軽
工
業
部
門

へ
の
投
資
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
重
工
業
部
門
へ
の
投
資
に

は
、
三
菱
に
お
け
る
造
船
業
、
住
友
に
お
け
る
金
属
工
業
、
あ
る
い
は
三
井
に

お
け
る
機
械
工
業
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
積
極
的
で
あ
っ
た
事
実
を
見
出
し
た
。

第
一
次
大
戦
の
ブ
ー
ム
期
や
一
九
三
〇
年
代
の
高
橋
財
政
期
に
は
日
本
経
済
の

重
化
学
工
業
化
に
よ
っ
て
財
閥
の
主
導
的
地
位
が
脅
か
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た

が
、
す
で
に
重
化
学
工
業
へ
の
進
出
が
進
ん
で
い
た
財
閥
系
企
業
の
優
位
は
崩

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
、
財
閥
の
鉱
山
部
門
に
お
け
る
固
定
資

本
投
資
の
多
さ
と
相
俟
っ
て
、
多
額
の
投
資
資
金
を
如
何
に
調
達
す
る
か
と
い

う
問
題
を
生
み
、
柴
垣
和
夫
『
日
本
金
融
資
本
分
析
』（
一
九
六
五
年
）
以
来
唱

え
ら
れ
て
き
た
財
閥
の
自
己
金
融
的
性
格
に
つ
い
て
の
再
吟
味
が
必
要
だ
と
著

者
は
指
摘
す
る
。

で
は
、
財
閥
本
社
を
中
心
と
す
る
専
門
経
営
者
は
、
如
何
に
し
て
経
営
戦
略
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を
決
め
、
そ
れ
に
必
要
な
資
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
著

者
は
、
財
閥
傘
下
企
業
の
大
規
模
化
に
伴
い
現
場
担
当
者
の
裁
量
権
が
広
が
り

分
権
化
が
進
む
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
財
閥
全
体
に
関
わ
る
戦
略
的
な
意

思
決
定
は
、
あ
く
ま
で
本
社
の
首
脳
が
行
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
日
清
戦
争

後
の
長
崎
造
船
所
が
修
理
中
心
か
ら
造
船
中
心
へ
と
方
向
転
換
を
す
る
際
に
、

三
菱
財
閥
管
事
の
荘
田
平
五
郎
が
現
場
に
支
配
人
と
し
て
乗
り
込
ん
で
方
向
付

け
を
す
る
が
、
最
終
決
定
は
社
長
岩
崎
久
弥
が
行
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
多
く
の
具
体
的
事
例
に
即
し
て
見
る
と
、
本
社
へ
の
集
権
化
と

子
会
社
へ
の
分
権
化
は
、
問
題
の
性
格
と
経
済
環
境
如
何
に
よ
っ
て
そ
の
都
度

選
択
さ
れ
て
お
り
、
両
面
が
存
在
し
た
と
い
う
の
が
著
者
の
判
断
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
同
族
の
相
続
税
の
支
払
を
巡
っ
て
は
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
同
族
の

所
有
者
利
害
が
無
視
で
き
ず
、
同
族
を
頂
点
と
す
る
財
閥
の
一
体
性
・
集
権
性

は
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
財
閥
本
社
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
経
営
戦
略
は
、
社
員
人
事
と
資
金
調
達
・
運
用
を
通
じ
て
具
体
化
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
本
社
は
、
各
子
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
を
い
わ
ば

水
平
的
に
競
争
さ
せ
る
か
た
ち
で
金
融
的
判
断
を
行
い
、
子
会
社
は
、
そ
う
し

た
内
部
資
本
市
場
を
介
す
る
低
利
で
の
資
金
配
分
を
前
提
に
事
業
活
動
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
か
る
分
析
を
通
じ
て
、
著
者
は
、
閉
鎖
的
な
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
経
営
と
い
う
伝
統
的
な
財
閥
イ
メ
ー
ジ
に
代
え
て
、
儲
け
を
優
先
し

な
い
同
族
、
機
動
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
す
る
小
さ
な
本
社
、
リ
ス
ク
の
高
い

新
規
投
資
や
起
業
の
自
由
度
を
与
え
ら
れ
た
子
会
社
群
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
動
き
を
見
せ
る
財
閥
像
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
著
者
は
、
財
閥
の
自
己
金
融
と
い
う
通
説
に
修
正
を
加
え
て
い

る
。
ま
ず
明
治
後
半
期
の
三
井
財
閥
に
お
い
て
は
、
三
井
銀
行
が
外
部
か
ら
調

達
し
た
民
間
預
金
や
日
本
銀
行
借
入
金
が
多
く
、
三
井
物
産
が
横
浜
正
金
銀
行

な
ど
か
ら
受
け
た
為
替
金
融
を
加
え
る
と
多
額
の
社
会
的
資
金
が
動
員
さ
れ

た
。
三
菱
財
閥
に
お
い
て
は
、
本
社
の
三
菱
合
資
が
自
己
資
本
に
匹
敵
す
る
多

額
の
借
入
を
岩
崎
家
奥
帳
場
に
仰
い
で
い
る
た
め
、
も
し
も
奥
帳
場
が
外
部
資

金
に
依
存
し
て
い
れ
ば
、
自
己
金
融
説
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
三
菱
史
料
館
に
提
供
さ
れ
た
岩
崎
家
奥
帳
場
の
原
史
料
に
よ

れ
ば
、
奥
帳
場
は
岩
崎
家
が
所
有
す
る
有
価
証
券
の
投
資
の
場
で
あ
っ
て
外
部

資
金
へ
の
依
存
は
な
く
、
三
菱
合
資
は
一
九
〇
七
年
に
奥
帳
場
か
ら
の
借
入
が

ピ
ー
ク
に
達
し
て
以
降
、
新
規
投
資
の
資
金
源
を
自
己
蓄
積
な
い
し
岩
崎
家
以

外
か
ら
の
外
部
資
金
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
第
一
次
大
戦
前
後

の
ブ
ー
ム
期
に
、
従
来
そ
の
資
金
繰
り
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
か
っ
た
住
友

財
閥
を
含
む
三
大
財
閥
は
、
い
ず
れ
も
持
株
会
社
を
頂
点
と
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、
子
会
社
の
株
式
公
募
や
銀
行
借
入
な
ど
の
形
で
外

部
資
金
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
不
況

下
で
は
、
三
大
財
閥
の
新
規
設
備
投
資
の
水
準
が
低
下
し
て
金
融
部
門
が
蓄
積

基
盤
の
中
心
と
な
り
、
財
閥
本
社
に
は
資
金
的
余
裕
が
生
じ
た
。
三
大
財
閥
の
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自
己
金
融
的
性
格
が
強
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
固
有
の
構
造
的
条
件
に
よ
る

の
だ
と
著
者
は
言
う
。
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
戦
時
経
済
の
下
で
は
、
産
業
構

造
の
軍
事
的
「
機
械
工
業
化
」
に
対
応
す
る
た
め
に
財
閥
の
銀
行
借
入
が
増
大

し
、
所
要
資
金
を
自
力
で
調
達
し
て
き
た
「
内
部
資
本
市
場
」
の
役
割
が
低
下

す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
財
閥
解
体
は
、
戦
時
下
の
財
閥
本
社
の
改
革

に
際
し
て
顕
在
化
し
た
同
族
の
「
所
有
者
利
害
」
の
介
入
の
可
能
性
を
排
除
す

る
と
と
も
に
、
本
社
の
公
開
持
株
会
社
へ
の
転
換
の
可
能
性
を
も
完
全
に
封
殺

し
た
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
三
大
財
閥
の
歴
史
を
、
三
層
の
組
織
構
造

と
内
部
資
本
市
場
と
い
う
新
た
な
角
度
か
ら
分
析
し
、
別
の
タ
イ
プ
の
財
閥
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
大
企
業
体
制
と
の
比
較
研
究
を
可
能
と
す
る
斬
新
な
財
閥
像

を
提
起
し
た
。
も
っ
と
も
、
財
閥
銀
行
が
外
部
資
金
の
導
入
を
通
じ
て
財
閥
の

「
機
関
銀
行
」
の
役
割
を
ど
こ
ま
で
果
た
し
た
か
を
は
じ
め
不
明
確
な
点
も
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
内
部
資
本
市
場
」
と
外
部
の
資
本
市
場
と
の
関

係
を
詰
め
切
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
詳
細
に
究
明
さ
れ
た
三
大
財
閥

が
帝
国
日
本
の
ア
ジ
ア
大
陸
へ
の
進
出
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
に
つ
い
て

の
著
者
の
ま
と
ま
っ
た
評
価
も
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
検
討
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
書
が
、
三
大
財
閥
を
中
心
と
す
る
近
代
日
本

経
済
史
・
経
営
史
の
研
究
水
準
を
飛
躍
的
に
引
き
上
げ
た
画
期
的
業
績
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
書
は
日
本
学
士
院
賞
に
十
分
値
す
る
業

績
で
あ
る
。

主
要
業
績

〔
単
著
〕

一
九
八
七
年　
『
日
本
産
銅
業
史
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
二
年　
『
帝
国
主
義
と
民
本
主
義　

日
本
の
歴
史
19
』
集
英
社

一
九
九
四
年　
『
談
合
の
経
済
学
│
日
本
的
調
整
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
と
論
理
』
集
英
社
／

集
英
社
文
庫
、
一
九
九
九
年

一
九
九
九
年　
『
日
本
人
の
経
済
観
念
│
歴
史
に
見
る
異
端
と
普
遍
』
岩
波
書
店
／
岩
波

現
代
文
庫
、
二
〇
〇
八
年

二
〇
〇
八
年　
『
仕
事
と
日
本
人
』
ち
く
ま
新
書　
　

二
〇
〇
八
年　
『
高
度
成
長　

シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
8
』
岩
波
新
書

二
〇
一
一
年　
『
岩
崎
弥
太
郎
│
商
会
之
実
ハ
一
家
之
事
業
ナ
リ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

〈
日
本
評
伝
選
〉

二
〇
一
四
年　
『「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
読
み
解
く
』
日
本
経
済
評
論
社

二
〇
一
四
年　
『
脱
・
成
長
神
話
│
歴
史
か
ら
見
た
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
』
朝
日
新
聞
出

版

二
〇
一
七
年　
『
鈴
木
商
店
の
経
営
破
綻
│
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
見
た
一
側
面
』
日
本
経

済
評
論
社

二
〇
一
七
年　
『
異
端
の
試
み
│
日
本
経
済
史
研
究
を
読
み
解
く
』
日
本
経
済
評
論
社

二
〇
一
九
年　
『
日
本
経
済
史
』
有
斐
閣

二
〇
二
〇
年　
『
岩
崎
小
彌
太
│
三
菱
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
創
り
上
げ
た
四
代
目
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

二
〇
二
〇
年　
『
日
本
経
済
の
発
展
と
財
閥
本
社
│
持
株
会
社
と
内
部
資
本
市
場
』
東
京

大
学
出
版
会

二
〇
二
一
年　
『
渋
沢
栄
一
│
よ
く
集
め
、
よ
く
施
さ
れ
た
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
〈
日
本

評
論
選
〉



一
一

〔
共
著
〕

二
〇
二
〇
年　
『
三
菱
財
閥
形
成
史
』
東
京
大
学
出
版
会
（
関
口
か
を
り
と
の
共
著
）

〔
単
編
〕

一
九
九
五
年　
『
日
本
産
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
三
年　
『
地
域
の
社
会
経
済
史
│
産
業
化
と
地
域
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
有
斐

閣

二
〇
〇
七
年　
『
日
本
経
済
の
戦
後
復
興
│
未
完
の
構
造
転
換
』
有
斐
閣

二
〇
〇
八
年　
『
戦
後
復
興
期
の
企
業
行
動
│
立
ち
は
だ
か
っ
た
障
害
と
そ
の
克
服
』
有

斐
閣

二
〇
一
一
年　
『
日
本
の
情
報
通
信
産
業
史
│
二
つ
の
世
界
か
ら
一
つ
の
世
界
へ
』
有
斐

閣

二
〇
一
一
年　
『
高
度
成
長
期
の
日
本
経
済
│
高
成
長
実
現
の
条
件
は
何
か
』
有
斐
閣

二
〇
二
一
年　
『
高
成
長
期
日
本
の
産
業
発
展
』
東
京
大
学
出
版
会
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